People of the Celtic Fringe and the "Barbarians" by 有光,秀行
「ケルト的周縁」の民と「野蛮人」
一一ウィリアム・オヴ・ニユーバラとその影響源を中心に一一
　　有光　秀行
(人文学部人間文化学科)
People of the Celtic Fringe and tｈｅ“Barbarians”
　　　　　　　　　　　　ArimitsuHideyuki
１　はじめに
　筆者はかつて、12～13世紀に活躍した聖職者にして著述家のジェラード・オヴ・ウェイルズ
(Gerald of Wales、ギラルドゥス・カシブレンシスGiraldus Kambrensis)が、ウェイルズおよ
びアイルランドといういわゆる「ケルト的周縁」（の一部）にいかなるまなざしを向けていたのか
考察した（1）。本稿ではそれに続き、ジェラートのような「野蛮人」視のあり方、またその系譜の一
端を別の史料に基づいて検討したい。具体的には、ジェラートの同時代人ウィリアム・オヴ・ニュー
バラ(William of Newburgh)による「ケルト的周縁」に住む者たちの捉え方をまず考察する。
そしてそれがいかにして形作られたのかを、それ以前の年代記との関係において考える。
　まずこうした課題の意味について述べておきたい。筆者の念頭にあるのは、近年着目をあびてい
る「ブリティッシュ・ヒストリー」論、すなわちイングランド・ウェイルズ・スコットランド・ア
イルランドといった枠にとらわれず、「ブリテン諸島」という（あるいはさらに広い）範囲で歴史
を考えようという試みである（2）。イングランドからの征服・植民活動でブリテン諸島内の人間関係
がいろいろな面で緊密度を増していった11世紀以降の数世紀は、今日に至る「ブリテン諸島」内の
諸関係の基礎が形づくられた重要な時期とみなすことができ、ある意味で「ブリティッシュ・ヒス
トリー」の出発点と考えることができよう。このような枠組みの設定は確かに、われわれがこの時
代を考える上で有効に働く面を持っている（3）。そしてR. R.デイヴィス(Davies)が述べるように、
「いかに人が世界をみているか、特に自分自身、およびその他者との関係をどう見ているかは、人
が行動するに当たっての本質的な背景を提供する」（4）のだから、「ブリテン諸島」という枠組みで
同時代人の自己認識・他者認識を考察することは「ブリティッシュ・ヒストリー」の基本問題のひ
とつといえるだろう。
　さてこのテーマはデイヴィス自身、またJ.ギリンガム(Gillingham)によって近年扱われてい
るへ自己認識・他者認識とひとくちにいってもそれをとらえるにはさまざまな指標があろうが、
イングランド人が「ケルト的辺境」の民を「野蛮人“barbari”」ととらえることは、筆者がかつて
ジェラートを論じたときに述べたように、現実の征服・支配とも密接な関係を待ちうるものでもあ
り、重要な着目点のひとつといえる。特にギリンガムは、「ケルト的辺境」の民が「野蛮人」視さ
れるようになった責任（の少なくとも一部）をウィリアム・オヴ・マームズペリ(William of
Malmesbury)に帰するという興味深い提案をおこなっている。本稿はその検討もかねて、こうし
た「野蛮人」視をおこなったことでジェラートとならび有名な人物としてウィリアム・オヴ・ニュー
バラをとりあげて検討し、さらに彼の「思想的系譜」の一端をたどってみたいと考えている。
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２　ウィリアム・オヴ・ニューバラと「野蛮人」　　犬　＝　………
　本章ではウィリアム・オヴ・ニューバラのHiｓtｏｒia ＲｅｒｕｍＡｎｇｌｉｃａｒｕｍ（『イングランドの出来
事の歴史』）（6）をとりあげる。ウィリアムは1135もしくは36年万、､北イングランドに生まれた。その
生涯についてわかることはほとんどない。おそらく少年期かち三ユーバラ修道院に属し、ヨークシア
やグラムの外に出ることはなく、1198年頃亡くなった。ＨＲＡはプルマン・ゴンクェストから1198
年までを扱った史書で、ウィリアムの最晩年の著述であるﾊﾞ）、　ト　　ｊ
　ではウィリアムの作品で「ケルト的周縁」および「野蛮人」についてふれているところをあげて
みよう（引用はすべてＨＲＡより）。　　　　　　　　　　　…　……1……
［1］有名な、ジェフリ・オヴ・モンマス(Geoffrey of Monmouthトに対する反論の一部で、ジェ
フリが虚偽の物語をしていることの理由を推測して､ﾉ「ブリトン人＝ニニ=その大多数は野蛮人である
といわれ、今もアーサーがくるだろうことを期待しているほどだというｰの気に入るように
“gratia placendi Britonibus、 quorum plurimi tarn ･brutiﾚesseトferuntur、ut adhuc Arturum
tamquam､/enturum exspectare dicantur”」(p.l4)といわれでい:る=ノ=「ブリトン人“Britones”」
と「野蛮人“bruti”（の大部分）」が同じものとされている。ﾚなおﾉこ＼こ/ではウォルシュらの英訳に
従い“bruti”を「野蛮人」と解釈したが、Ch.ＴレLewis ａ? Ch. Sheかt、Ａ Ｌａｔin.　Ｄｉｃｔｉｏｎａり、
Ｏｘfoｒd、1879やJ. F. Niermeyer､　Ｍｅｄｉａｅ ＬａtinitａｔiｓＬｅｘic醜白Ｍｉｎｕｓ、ﾚLeiden、1984は「愚者」と
している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■■　■■　ｊ　　ゲ　レ:……
［2］次もやはりジェフリヘの反論の一部で、そのアー､サー物語に3人のブリトン人大司教が登場す
る時代錯誤を指摘している。「じっさいヨーロッパの野蛮な民は､ﾉ久しくキリストの信仰に改宗し
ていても、司教で満足し、バリウムの特権に気を配ること｡は/なかった。∧すなわちアイルランド人、
ノルウェイ人、デーン人、ゴート人（スウェーデン人卜は、ずちとキリス=ト教徒であり司教をもっ
ていたのがわかっているが、われわれの時代になづて大司教jを持
vero nationes Europae、 etiam olim ad fidem Christi conversae、eontentae episcopis、de pallii
praerogativa non curabant. Denique Hibernienses√Norici, Daci､j……Gothi、cum olim Christiani
fuisse et episcopos habuisse noscantur､ nostris temporibus archiepiscopos habere coeperunt.”」
(p.l6)。ここでは「アイルランド人“Hibernienses”」が「野蛮こな民ﾚ‘'barbara natio”」とされて
いる。またスカンディナヴィアの民も同様である（8ソケイルデレド人にづいてはp.166にも「（アイ
ルランドには）その習俗が未開で野蛮であり、法や規律をほ］とんど知らず、耕作をせず、そのため
パンより乳で生きている民がいる“sed populos habet ｍ･oribus inぐultos et barbaros、 legum et
disciplinae fere ignaros､ in agriculturam desides､ et ideeパacte magis quam pane viventes”）と
いわれ、p. 168の２ヶ所（リチャド・ド・クレアのアイルランド攻めの記事）ﾚ、p.238 (ジョン・ド・
タージーのアイルランド攻めの記事）でも「野蛮人」とこされているら……万
［3] 1138年の、スコットランド王軍とイングランド軍によﾄる寸ズタ丿ゲートの戦い］に至る経緯を
述べた中で、「スコットランド人の凶暴さはよみがえり爆発してノヤサンブリアを獲得し、そこは
たいへん残酷な劫掠によって掠奪し尽くされた…j陸別も年齢も容赦さyれず…暴れ回るのに制限を
定めず‥｡“Scottorum redivivus furor erumpens Northumbriam crudelissima depopulatione
exinanitam obtinuit…neque sexui neque aetati p･arcensや=･･皿ｏだquidem ibi debacchandi sibi
limitem statuens…”」(pp.33f.)とある。スコットランド人を野蛮人と直接に述べているわけでは
ないが、この文のしばらくあとにはヨークの人々が「野蛮さくにおいで恐ろしいこの大勢の人々に対
して（“contra multitudinem immanitate terribilem特上抵抗したへと=述べられている。またこ
こでは、性別も年齢もかまわず虐殺するという描写に着目七ヤノおきたい。
［4］スコットランド王デイヴィッドの事績を描いた一節に、､「そめ（ダヴィデ王の）ように彼（デ
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イヴィッド王）も、他の点では良く敬虔であったが、荒々しい野蛮さから血を熱望し、年齢も性別
も容赦しないｰ--一彼はそれを欲せず禁じようとしたが無駄だったー一一スコットランド人をイング
ランド人の地に行かせだita et iste alias quidem bonus et pius､ Scottorum gentem ex effrenata
barbarie sanguinis avidam､ et neque aetati neque sexui､ licet eo nolente et frustra prohibente、
parcituram、Anglorum immisit provinciae”」(p.72)、また「敬虔なことをなすばかりではなく
有用な蹟罪の実行においても、いにしえのダヴィデ王の王らしい理想を、この新しいデイヴィッド、
野蛮な民の野蛮でない王は満たしたのである“Itaque non solum in executione piorum operum、
verum etiam in actione fructuosae poenitentiae、 regiam antiqui David formam novus iste
David､rex non barbarus barbarae gentis､ implevit.”」（Ibid、）とある。「スコットランド人“gens
Scottorum”」が野蛮である、と明言されている。［3］でみた、性別も年齢も無視して殺戮すると
いう像がここでもあらわれていることにも注目したい(10)。 p.76の例（マルコム王が「野蛮で邪悪な
民のなかで“in medio nationis barbarae et perversae”」天の星のように輝いたと述べ、また彼
の民を「野蛮な民“gens barbara”」「野蛮人“barbari”」としている）、p.177 (1173年にウィリ
アム王が「野蛮で血を渇望する民の大軍とともに“cum gentis barbarae et sitientis sanguinem
copiis”」イングランドに侵攻したことを述べる）、p.181 (1174年にスコットランド
王が「己の民の無数の野蛮人“propriae gentis i?inita barbarie”」およびフランドルからの傭兵
隊とともにイングランドに侵攻したことを述べる) p.183 (やはり1174年の記述。「スコットランド
人“Scotti”」を「野蛮人“barbari”」と述べているのが２ヶ所）、p.184 (同様に1174年の記述で
スコットランド王軍を（野蛮人“barbari”上とする）、pp.l86f. (ファーガス・オヴ・ギャロウェ
イの没後遺児たちの間で争いが起き、「野蛮人“barbari”」が「野蛮人“barbari”」に対して暴れ
た、とする）もやはりスコットランド人を野蛮としているものと考えられる（呪
［5] 1157年に関する記述に、「しかし多くの日が過ぎぬうち、国王（ヘンリ２世）と、不穏で野蛮
な民ウェイルズ人の間で不和が生じだVerum non multis diebus elapsis、inter regem et
Walenses､gentem inquietam et barbaram､ discordia oritur”」(p.lO6)とある。ここでは「ウェ
イルズ人“Walenses”上が「野蛮な民“gens barbara”」とはっきり述べられている。さらにp.107
ではウェイルズ人は「その本性から習俗が野蛮で、向こう見ずで不誠実、他者の血を希求し自分の
血を軽んじ、常に掠奪を望み、自然から憎しみをそそぎ込まれたかのようにイングランド人に敵意
を示ずpro sui natura homines moribus barbaros､ audaces､et infidos､ alienisanguinis avidos･、
et proprii prodigos、 rapinis semper inhiantes、et tamquam transfuso ａ natura odio genti
Anglorum infestos”」とされ、しかしウェイルズが山がちで穀物が少なく、イングランドからの
輸入そしてイングランド王の好意・許可に依拠しているため、その権力に服することを余儀なくさ
れると述べられる（1‰
［6] 1174年ウィリアム王がイングランド側にとらわれたあとのスコットランドについてのべた中に、
「王がとらわれたのを知ると、野蛮人たちは…刀剣を…自分たち自身に向けだRegis quippe
captione comperta､ barbari ･･･ferrum･‥in seipsos verterunt”」(p.l86)とある。そして、「イン
グランド人“Angli”」が多数スコットランド王の軍に加わりまたスコットランドの城市・都市に
住んでいて、「スコットランド人“Scotti”」は生まれつき持っていたが王を恐れ隠していた彼らへ
の憎しみをあらわにして、行き会った者たちを容赦なぐ殺戮した、と述べられている。前述のよう
にウィリアム・オヴ・ニューバラはたびたび「スコットランド人」を「野蛮人」とし、特にこの
1173～1174年の記述についてはそうだったので、ここの“barbari”もそれと同様、と考えること
ができるかもしれない。一方でここまで見た例では文脈上「スコットランド人」と「野蛮人」が同
一であることがわかりやすかったのに対し、ここでは「イングランド人」も野蛮人の中に含まれる
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かのようであり、またこれまで「スコットランド人」と呼ばれてきた人々の中に、「イングランド
人」と呼ばれうる者たちが実際にはいたことがはっきり述べられているレ“Scotti”どAngli”
を区別する基準がひとつだけではなかったことが推測されるづたとえばブどの王に服するか」と
「血統もしくは出身地（など深い関わりのあった土地）」）。‥‥‥‥‥‥‥‥‥
　以上ウィリアムが「アイルランド人」、「スコットラツド人」√「ウしエイリレズ人」などを、とくに
「野蛮人」としてとらえている箇所をあげた。ウィリアふの作品を読んで感じられるのは、こうし
た人々は話題にのぼるたびにほとんど例外なく「野蛮人」白と呼ばれた･｡りレそめ「野蛮さ」が指摘さ
れることである。彼の精神世界の中ではこのイメＴジが固定観念化されでいるといえる。
　さて、それではウィリアムのこうしたイメージぱいかにして形成されたのであろうか。この問題
については前述のギリンガムをふくめ２人の研究者が直接あるいは間接に答えを呈示している。そ
れでは章を改めて、彼らの説をみることにしよう。　　　犬･j ｡･　　ノ｝･・　。
３　「野蛮人」視についての、パートナー、そしてギリ=ンガムめ説……
　Ｎ．パートナー(Partner)は､ス2世紀イングランドにおける歴史叙述を検討した著書の第２部
を、ウィリアム・オヴ・ニューバラにあてている（≒‥彼女は、先に見たウィリアムによるジェフリ・
オヴ・モンマス批判を、古今のあらゆる「ブリトン人」＼への軽蔑に由来するものとし、こうした考
え方を作り出しだのが、ウィリアム自身に大きな影響を与えたべ÷ダ(Bede)であると指摘する。
そしてノルマン人やアングロ・ノルマン人は一般にウェイリレズとブルターニュにおけるブリトン人
の末裔をベーダからうけついだ言い方で語り、「不実で1、好戦的だが変わり身も早く、野蛮で疑り
深い」というブリトン人表現はすべてのケルト系の民に適用されたようﾌだ、と述べる。ウィリアム
がベーダを実際念頭においている箇所をあげつつ彼女は、ジェフリの書物=がウィリアムの、「ギル
ダスとベーダという権威によって正当化され強化された、民族的jな漠然ﾚとした反感」に抵触するも
のだった、という（呪　　　　　　　　　　　　　　……　……万　　　………ｊ
　一方、近年「ケルト的周縁」に住む人々へのイングラン才人の姿勢を精力的に研究しているJ.
ギリンガムは、工2世紀を前者が「野蛮人」とされてゆく‥ひどつの転換期ﾚと七、またそうした観念の
普及、つまり「ブリテン諸島の歴史の中でもっとも」破壊的なイデオ台ギ万一ﾌ転換のひとつ」に「少な
くとも部分的な責任を負う」のが、ひろくよまれることにな芯ｿ（そしで現在でも評価の高い）史書
をものしたウィリアム・オヴ・マームズペリであっ：だ､六ど指摘する（≒=ウィリアムは古典の知識か
ら、“barbari”ということばを、「異教徒」とする伝統的・キリレスト教的な意味にではなく、「文
明人」の反対語として利用することを学び、ケルト的周縁の人夕に適用①した一一こうギリンガム
は考え、また彼らがそうされる大きな理由として、彼らの社会でいまガに奴隷が使われていたこと
を重視するのである（呪ギリンガムは、ウィリアムバノオヅ・耳ユプバラ､とウィリアム・オヴ・マー
ムズベリの関係について具体的に述べているわけ七はないがレ前者を丿野蛮人」視の典型例、後者
をその12世紀における開祖的人物と見ていることがら七て√両者をひと==つの流れのなかで理解して
いるように思われる。　　　　　　　　　　　　　　レニ……　　　レ　　･｡く
　さて、それではベーダやウィリアム・オヴ・マフムズベリが丁ケル下的辺境」に生きる者たちを
じっさいいかに見ていたのか、章を改めて具体的に検証してみたい。
４　ベーダの場合　　　　　　　　　　　　　　　＝＝　………
　本章ではベーダのHiｓｔｏｒｉａ ＥｃｃｌｅｓiaｓtｉｃａｇｅｎtiｓＡｎｇｌｏｆｕin＼（『ぐングランド人の教会史』戸）
(731年完成）における「野蛮人」と「ケル=卜的辺境上の民について検討する。
［1］カエサルのブリテン島攻撃を描いたなかに、「ブリトン人’‘Brittani"」がテムズ川の底に杭を
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打っておいたのを、「ローマ人たちに見つけられ避けられたので、野蛮人たちは軍団の襲撃に耐え
られず森に隠れた…“Quod ubiａ Romanis deprehensum ac uitatum est、barbari legionum non
ferentes siluissese obdidere…”」(p.22)とある。「ブリトン人」が「野蛮人“barbari”」とされ
ている。 p.214にみられる“barbari”（ノーサンブリアのオズワルドが、カドワラ率いるブリトン
人を打倒したのち、「野蛮人たち」を破る際に有力だったキリスト教を振興したいと考えた、とい
う（18））も同様であろう。
［2］ローマ軍がブリテン島を去る際にブリトン人たちになしたこととして、「彼らの船があり、ま
たそこからの野蛮人の襲撃を恐れていた南の大洋の海岸に…塔を配置しだin litore Oceani ad
meridiem､quo naues eorum habebantur､ quia etinde barbarorum inruptio timebatur、turres…
conlocant…”(p.44)」と述べられている。ここでの「野蛮人」はこのときブリトン人への脅威と
なっていた「アイルランド人とピクト人“Scotti Pictique”」のことである･。p.46の、ブリトン人
たちのコンスルあて書簡にあらわれる“barbari”(19)も同様である。 p.224の“barbari”（復活祭の
正しい算定法を知らなかったとされる）はアイルランド人、特にアイオナの人々をさしているよう
である。
［3］「このころ教会とノーサンブリアの民の大殺戮があった、それをなした指導者の一人（マーシ
ア王ペンダ）は異教徒であり、もう一方は異教徒より残酷な野蛮人だった…しかし実際カドワラ
は、キリスト教徒の名をもち信仰告白をしたが、精神や暮らしぶりは野蛮人であり、女性も罪のな
い子供も容赦しなかった…“Quo tempore maxima est facta strages in ecclesia uel gente
Nordanhymbrorum、maxime quod unus ex ducibus、ａ quibus acta est、paganus、alter quia
barbarus erat pagano saeuior…at uero Caedualla、 quamuis nomen et professionem haberet
Christiani、adeo tamen erat animo ac moribus barbarus、 ut ne sexui quidem muliebri uel
innocuae paruulorum par ceret aetati…”(p.2O2)。」グウィネッズ王カドワラは、p. 240では「ブ
リトン人たちの有害な王“feralis…rex Brittonum”」とよばれている(20)。またここでは性別も年
齢も無関係に殺戮する、という描写がみられることにも注意しておきたい。
　さてこのように、ベーダはブリトン人、ピクト人、またアイルランド人を確かに「野蛮人」との
べていた。但しベーダがそう述べている箇所は決して多くはない（≒さらにたとえばpp.426f.では
アイルランド大のことを「無害でイングランド人には常にたいへん友好的な民“gentem innoxiam
et nationi Anglorum semper amicissimam”」として、人々の助言をいれずに彼らを攻めたノー
サンブリア王エグフリスがのちにピクト人に殺されたのはその報いである、と述べている。チャー
ルズ・エドワーズはベーダの描くアイルランド人像とブリトン人像のちがいを指摘し、ベーダのブ
リトン人評価にはエスニックな反感や政治的対立関係に由来する面もあったかもしれないがそれは
表にはあらわれていないことを述べ、ベーダが野蛮さを感じるのは、理不尽な暴力の残忍性が示さ
れる場合や、ローマ教会の教えに反発したりまたそれを皮相的にしか受け入れない場合である、と
結論している(22)。
５　ウィリアム・オヴ・マームズベリの場合
　つづいて、ＨＲＡの約50年以上前の作品である、ウィリアム・オヴ・マームズペリのＧｅｓtａ
ＲｅｇｕｍＡｎｇｌｏｒｕｍ（『イングランド諸王の事績録』）をひもとくことにしよう(23)。
［1］デーン系のノーサンブリア王で「血統も精神も野蛮人“gente et animo barbarus”」(p.212)
のシトリックが没したのち(24)、エセルスタン王がスコットランド人の王コンスタンティンとカンブ
リア人の王オウェンに使いをやってシトリックの遺児のひきわたしを求めた際に、「野蛮人たちに
はそれに文句を言う気はなかっだNee fuit animus barbaris ut contra mutirent”」(p.214)と記
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されている。ここで「野蛮人“barbari”」とみなされているのは∇「ス･コットランド人“Scotti”」
と「カンブリア人“Cumbri”」である。またp.726ではスコットランド王デイヴィッドについて、
「少年時代からわれわれ（イングランド人）と親しくっきあうた二とで磨かれて、野蛮国スコット
ランドの錆をすべて洗いおとしだnostrorum conuictu et fa池谷aritate玉matus a puero､ omnem
rubiginem Scotticae barbariei deterserat”」とされてTいる（へ＼＞：／
［２］「ウェイルズ人の王だった兄弟リースとグリフィスを策略で死においやり、¨かの野蛮な国全体
を（イングランド）王の保護下にある土地という地位に=おいたいゴドウィンの息子でウェスト・サ
クソン伯ハロルド（もエドワード王の家臣だ９たド‘Haroldum Westsaxonum filium Goduini､ qui
duos fratres reges Walensium Ris et Griffinum sollertia sua in mortem egerit､omnemque illam
barbariem ad statum prouintiae sub regis fide redegerit.”（引取））』六大ではないが、ヴェイル
ズ人の住む地が野蛮視されている。　　　　　　　　　……=　　……=‥
［3］十字車行について述べた箇所より、「いまやこの愛は内陸にあるくにぐばかりでなく、たいへ
ん遠くにある島々あるいは野蛮な民の中でキリストめ名を聞いたもﾚ聯すべてを動かした。このとき
ウェイルズ人は森での狩猟を、スコットランド人がノミどの親交=を（√デーン人が深酒を、ノルウェ
イ人が魚を食べるのをやめたのである“Nam non ･solum med社印raneas prouintias hie amor
･l in penitissimis insulis uel in nationibus barbaris Christi nomen
uenationem saltuum, tune Scottus familiaritatem pulicum, tune
mouit, sed 6t omnes qui uel in
audierant. Tune Walensis ueng
Danus continuationem potuum､ tune Noricus cruditatem reliquit piscium､”(p.6O6)。」ウェイ
ルズ人、スコットランド人、デーン人、ノルウェイ人が「野蛮:な民=」‥とさ犬れている、とも読める文
である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥‥‥‥‥］………　　１
　以上、ウィリアム・オヴ・マームズペリの作品中で寸ケル下的周縁」の人々が「野蛮人」視され
ている箇所をみてきた。確かにスコットランド人やケエイルズ人戸野蛮視されることはあった。な
おアイルランド人は野蛮とはいわれていないが、p. 738では彼らよりニ「イングケンド人とフランス
人“Angli et Franci”」が「より洗練された暮らし方で“cultiori genere"」都市で商業に従事して
いる、とされている。ただ一方で、ウィリアム・オヴソニソユトバプの場合とちかって、ほとんど彼
らの名が出てくるたびに野蛮といわれるわけでもなかった（岬ノさてギリヅガムが重視しているのは、
ウィリアム・オヴ・マームズベリがそれまでの宗教的ﾉなj「野蛮人」観念（すなわち「異教徒」をそ
う考える）ではなく、文化的・社会経済的な観念として「野蛮人J」=を考えた点、そしてそれをキリ
スト教徒である「ケルト的周縁」の民にも適用する七い:うべ÷ダ以来見られなかったことをおこなっ
た点にあった（≒筆者は現在こめことについて疑念をざしぱさ栓づもり=はない。ただベーダや（彼
の作品を読んでいた）ウィリアム・オヴ・マームズペサと√はじめ万に見たように、「ケルト的周縁」
の民のことを述べる際にはほとんど常にその野蛮さ1をいうｳﾌｨ＼リプムノ･オヴ・ニューバラの間には、
いささかのへだたりがあるように思われる。また２人のやイ=ﾘ:ア=ムの関係を考える上で重要な点と
して、ウィリアム・オヴ・ニューバラがウィリアこム・､オヴノ･ﾚ.T7･¬Iムズベリムを読んでいたとは断言で
きないことがある。一方ウィリアム・オヴ・ニューバテは確かにベーダの著作に親しんでいる。そ
れではパートナーのいうように、ベーダがウィリアムプ士オケヴ･し‥二ユj-=･バラの影響源と断言できるだ
ろうか。その前にわれわれは彼のインスピレーシ：ヨン:の源:をﾉ吝ﾉらﾉに探求していく必要があるだろう。
では次に、彼が直接の典拠としたことがわかっている数少ない著述家のひとり、ヘンリ・オヴ・ハ
ンティンドンに着目しよう。
６　ヘンリ・オヴ・ハンティントンの場合　　　　、．　　　　　　‥‥‥‥
　｢この、島々の中でもっともすぐれた島は、かづてアルビ才¨ン、¨：それからブリタニア、そして今
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イングランドと呼ばれており、北西に位置している“Hec autem insularum nobilissima cui quon-
dam Albion nomen fuit、postea uero Britannia､ nunc autem Anglia､ inter septentrionem･ et
occidentem sita est.”」と作品の冒頭で「イングランド中心」的な見方をはっきりしめしているヘ
ンリだが(28)、彼が「ケルト的辺境」の民に（あるいはそれに関連して）「野蛮人“barbari”」とい
うことばを用いているのは４箇所、いずれもベーダなどの先行する著述にのっとったところであ
る（29）ｏ
　なおいささか注目に値する箇所として以下の３つをあげておく。
［1］ダンスタンがイングランド人になした予言中に、ノルマン人だけでなく「彼らがもっともつま
らないと考えているスコットランド人“(gens) Scotorum､quos uilissimos habebant”」の侵入も
うけることがあった。グリーンウェイはこれを、ダンスタンの伝記には単に「外国人」とあるのを
ヘンリ自身が具体的に解釈した結果と指摘している。ヘンリおよびその同時代人たちのスコットラ
ンド人への見方があらわれた箇所だろう(30)。
［2］p.710では1138年のスコットランド人たちの蛮行（妊婦の腹を割いて胎児を出す、子供を投げ
て槍で刺す、祭壇で聖職者を殺すなどなど）が徘々述べられている。またp.714ではそのようなス
コットランド軍にたちむかうものたちをオークニー司教がはげましている中で、スコットランド軍
は武装しておらず裸で、規律になれていないとされる。蛮行、裸、無規律、いずれもこの頃の著作
に「野蛮人」の特徴としてことあげされる点である。蛮行はベーダの作品にもみられたが、裸や無
規律は比較的新しい着目点かもしれない。またとくに蛮行や無規律という特徴はウィリアム・オヴ・
ニューバラに影響を与えているかもしれない。そして次章であつかう史家たちはみなヘンリの作品
を読んでいたかもしれない、とされる。
７　ヘクサム、リーヴォーの著作家たち
　最後に、ウィリアム・オヴ・ニューバラと同じ北イングランドで著述をおこなったリチャド・オ
ヴ・ヘクサム(Richard of Hexham)、エイルレッド・オヴ・リーヴォー(Ailred of Rievaulx)、
そしてジョン・オヴ・ヘクサム(Ｊｏｈｎ of Ｈｅｘｈａｍ)の作品に注目したい。管見ではリチャドおよ
びジョンをウィリアムが利用したのではと述ぺているのはウォルシュとケネディのみ、エイルレッ
ドの影響を示唆しているのはグランスデンのみである。そしてウォルシュらの示唆はリチャドとジョ=
ンが｢1138年のスコットランド人の北イングランドにおける軍事的行動を詳細にまた苦々しく語っ
ており、その調子をウィリアムが採用している｣こと、またウィリアムによるヨーク大司教ウィリ=
アムヘの関心がジョンのテキストを読むことでかきたてられたらしいこと、の２つの理由に基づい
ていた(31)。しかしそもそもニューバラとりーヴォーは近くにあって関係も密接だったこと(32)、ニュー
バラもヘクサムも同じアウグスティヌス会だったこと、エイルレッドやジョンがリチャドの作品を
読んでいたらしいことなどを考えると、こうした作品群の関係はウォルシュらがいう以上に密であっ
た可能性を持つだろう。
(Ｏリチャド・オヴ・ヘクサムの場合
　ここでは彼の作品Ｄｅ ＧｅｓtiｓＲｅｇｉｓＳtｅｐｈａｎｉ　ｅt　ｄｅＢｅｌｌｏＳtａｎｄａｒdii(『スティーヴン王の事績と
スタンダードの戦いについて』)(33)を検討する。
[1] 1138年にスコットラ丿ンド王軍が北イングランドを襲撃した際の描写のなかに、｢ピクト人たち、
そして他の多くの者たち…こうした獣のような者たちは姦通や近親相姦や他の冒涜行為を何とも
思わず、理性のない獣のようなやり方でこうしたじつに哀れな者たちを利用して、あきると、彼女
らを自分の奴隷にしたり、もしくは他の野蛮人たちに売って雌牛を求めたのである“Picti at
multi alii…illi bestiales homines､ adulterium et incestum ac cetera scelera pro nichilo ducentes、
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postquam more brutorum animalium illis miserrimis､abutiｿpertaesi sunt､eas vel sibi ancillas
fecerunt､vel pro vaciis aliis barbaris vendiderunt.”(p.l57)」:と=あるよ･二　　　　‥
　　「ピクト人」はここではギャロウェイの者たちをいう(34)。「野蛮人"barbari"」には「ピクト人」
自身、また以下の例などからみて、スコットランド王のもとﾚに=あうﾉた他の人々も含まれるかもしれ
ない。性的な乱れの指摘はのちのジェラード・オヴ・ウヱイルズをも想起させ、また奴隷の問題は
すでに見たように、ギリンガムが当時のイングランド社会との･相違点としで着目・強調するところ
であった（3≒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　=犬∧　………………………万I　　う
［2］p.160では、こうしたスコットランド王軍に対してヨーク大司教及び北イングランドの諸侯が
立ち上がったという記事の中で、「怠惰から、極悪の野蛮人にようていつか一同がほろぼされるこ
とにならないよう“ne ａ pessima barbarie per ignariam se･omnes］Una die:prosterni sinerent”」
大司教が諸侯に忠誠心を想起させ彼らをまとめたレとある⊃ス……ゴ=ツトランjド王軍自体が「野蛮人
“barbaries”」といわれている。またp.163ではスコットラン＼ドエ軍の陣立七について「戦の前線に
はピクト人、中央には王と騎士たち、また王の配下のイングラノン才人かおりよ他の野蛮人たちはぐ
るりと彼らをかこみ、どよめきをあげていたIn fronte jenしsrant Picti、 in medio rex cum
militibus et Anglis suis : cetera barbaries undique､circumfusa fremebat”」/とある。　さらにpp.
164f.では「すなわちイングランド人、スコットテン下人ごピグド人ミ他の野蛮人たちは、たまた
ま互いに出会うとどこででも、どちらが強力であろうと強い方が相手を殺したり、傷つけたり、あ
るいは少なくともものを奪ったりした、そしてこのように､＼才申の正しい裁きによって、そともの同
様仲間からも抑圧されたのである“Namque Angli et Scotti, et Picti et ceteri barbari､ ubicumque
casu sese inveniebant､quicumque praevalebant alios mutuo vel trucidabaれt､vel vulnerabant､vel
saltern spoliabant､ et ita iusto Dei iudicio aeque ａ suis sicut ab alienis opprimebantur.”」とさ
れ、やはりデイヅイッド王軍の複雑な構成(36)、それが野蛮人とﾉさﾉれ⑥こと､ﾀﾞまたここではその規律
のなさもはっきり指摘されている。　　　　　　　　■　■■■　■■　:･　･.y･　｡　・　　・
［3］こう七た中でスコットランド王軍の残忍さはこれまであげた以外にもあちこちで述べられてい
る。ここでは特に、pp.l51f.、156バフ1で日生も年齢も」……力･4ま｡･｡=･わ･ず殺す､犬とあるごとに注目してお
こう(37)。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　y　｡｡･ ＼･●･ﾉ　　｡･　　　■■　■■･■■　■　■　　■■
(ii)エイルレッド・オヴ･丿－ヴォーの場合　　……　　　………………………
　つづいて、リチャドの記述などに基づきエイルレッドがn38年のスタンダードの戦いについて述
べた作品を検討する(38)。　　　　　　　　　　　　　宍………1………I犬＝　ｙ　　十
［1］p.182では、ヨーク大司教がその管区に触れを出し√「野蛮人に対抗してキリストの教会を守
るため“ecclesiam Christi contra barbaros defensuri"」、戦闘可能な者に、司祭・十字架・旗・
聖遺物とともに集まるようよびかけた、とあるレデイヴィプド王の軍勢がし「野蛮人」とされている。
エイルレッドの記述のなかで“barbari”ということばが出ﾉで/くるめはごの１ヵ所のみである。な
おp.188ではウォールタ・エスペックのことばのな｡かで､レネゴッ寸ラン才人・ギャロウェイ人が
「獣“bestiae”」とされている。　　　　　　　　犬　J∧し犬;…………=　；
［2］p. 186ではイングランド軍へのウォールタ・エズベゾグのことばのなかで、「とるに足らない、
半分尻をだしたスコットランド人“vilis Scottus､semiれudis natibus”」という表現がみられる。
またp.190ではギャロウェイ人を「武装していない"inermes”丁としている。
［3］p.187では、スコットランド軍が相手の年齢、性別などにか皐わず残虐に扱う、という描写が
ある(39)。
(iil)ジョン・オヴ・ヘクサムの場合
最後に、ジョン・オヴ・ヘクサムが、おそらくヘンサゾ2＼世治世にシメオン・オヴ・グラム
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　(Symeon of Durham)のHiｓtｏｒｉａＲｅｇｕｍをうけ、リチャドの作品などに基づきつつ書きついだ
　作品を検討したい(40)。
　［1]1138年、ノーサンバランドに侵攻したデイヴィッド王軍の記述で、「その野蛮人たちは男女間
　わず孤児にも、老人にも弱者にも同情しなかった。性も年齢も、地位も境遇も職業も容赦しなかっ
　た。彼らは妊婦を胎児と斬り刻んだ“Non miserta est barbaries ilia pupillo aut orphano、 seni
aut pauperi. Non pepercit sexui、aetati、aut ordini、conditioni cujusquam vel professioni.
　Praegnantes cum parvulis dissecuerunt”（ｐ.290）」とあり、この軍勢が「野蛮人“barbaries”」
　とされている。年齢や性別にかかわらず、また妊婦らをも容赦しないと述べられ、これにつづいて
　は女たちが奴隷としてつれていかれることが指摘される。
　［2］スコットランド王デイヴィッドについて、彼が「熟慮と勇敢なこころで彼の野蛮な民の粗暴さ
　を賢く和らげたことは確かに称賛に値しだPraedicabile quidem inｅｏ､quod in spiritu consilii6t
　fortitudinisbarbarae gentis suae feritatem sapienter moderatus est.”(p.33O)」とされ、「彼の
　民“sua gens”」が「野蛮」とよばれている。ただし具体的な民族名と結びつけられてはいない。
　［3］p.294では、スコットランド王軍の第一線に位置したのが、「裸でほとんど武装していない
　“nudi…et…inermes”」「スコットランド人“Scotti”」であったとされている(41)。なおこのページ
　などでジョンはスコットランド王軍を再三「スコットランド人とピクト人“Scotti et Picti”」と
　述べていることにも注意しておきたい。さらにp.298では彼らがやはり教会や女子供、老人を襲う
　存在だったことが書かれている(42)。
８　さいごに
以上、「ケルト的周縁」の民を「野蛮人」とする見方について、ウィリアム・オヴ・ニューバラ
の年代記を皮切りに、彼の記述、ひいてはその精神世界の構築に影響があったと考えられる作品の
一部について検討をおこなった。ウィリアムは、先行する作品を利用する場合でもかなりそれを咀
喘して自らのことばで語るため、彼の読書体験をたどることは比較的難しいとされるが、これまで
の検討から、少なくとも寸野蛮人」視という点に関してみると、ベーダもさることながら、リーヴォー
やヘクサムの史家たちも大きくウィリアム・オヴ・ニューバラに影響しているのではないだろうか。
それは単に「野蛮人」ということばを用いるかどうかという点にとどまらない。たとえば「年齢も
性もかまわない」というイメージや「規律がない」といったイメージの点についてもそうだった（・）。
第３章との関係でいえば、パートナーの指摘のようにベーダはウィリアム・オヴ・ニューバラのひ
とつのルーツではあろうがいささか遠く、またギリンガムの説については、まさしく彼が留保する
ように、ウィリアム・オヴ・マームズペリの「野蛮人」視普及への責任は「部分的」であるといえ
るだろう。
　一方でりーヴォーやヘクサムの史家とウィリアムの相違点もたしかに存在する。リチャドはスコッ
トランド王の軍や、ひいては王国がひじよ引こ多種の民からなることを指摘していた。またごく厳
密に解釈すれば、彼のいう「野蛮人」はピクト人やスコットランド人のみでなく、「イングランド
人」や「フランス人」さえふくむものであった。しかしリチャドよりあとの世代のエイルレッドや
ジョンは、「野蛮」なスコットランド軍についてより単純に（たとえば「スコットランド人とピク
ト人」として）とらえており、そしてウィリアムの記述では「スコットランド人」が野蛮、と描か
れるに至るのである。「ネイションのシャッターがおりていく」(44)過程のひとつをわれわれはここ
にはっきり見ることができるように思われる(45)。またもっとも明白な違いは、リーヴォーやヘクサ
ムの史家たちにアイルランド人やウェイルズ人への言及がないことである。ウィリアムがウェイル
ズ人を野蛮視することには（パートナーのいうように）彼らをブリトン人の末裔であるとする認識
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が一役買っていたであろうこと、またアイルランド人に対して向ける;ま=なざしについては、筆者が
かつてあげた状況証拠を原因としてあげるに今はとどめたい(4‰　　　レ　＝
　さて本稿はいってみればひとつの｢試し堀り｣であり、残された課題が多いことはいうまでもな
い。まず今回はウィリアム・オヴ・ニューバラを出発点と七で、ｿ先行研究者の導きによりつつ、彼
の大きな影響源と思われる者たちについて検討したのだっ=たが√ウメ=ナアム白身、また今回とりあ
げた他の著述家についてもそれぞれ、さらなる思想的なルーツをたどぅていける可能性がある。ま
た、ウィリアムと、彼の同時代人だったジェラード(オヴ・ウ土ｲ＼ルズとめ共通性がどこから現れ
るのか。さらに、やはり同時代人であっても、今回検討した汀野蛮人｣視と縁遠い者たち(47)との違
いは何に起因するのか。最後に、今回は文字化された情報にもらぱら考察の焦点をしばったのだが、
たとえばギリンガムが奴隷の有無を強調するように、実際の社会的現実どの関連もいっそう考えね
ばなるまい(48)。それぞれ今後の課題としたい。　　　　　　　　　　／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　註…………………=………==乙一白J●
（1）「ジェラード・オヅ・ウェイルズのウェイルズ,：そしでアイルプン」ド」し，樺山紘一編『西洋中
世像の革新』，刀水書房. 1995所載。またギラルドゥズ･/カンブレンジス著，拙訳『アイルランド
地誌』青土社. 1996o　　　　　　　　　　　　　………ト…………ｊ　ｌ　…　…
（２）その成果のごく一部としてたとえばR. R. Davieｓ. Ｄｏｍｉｎａtｉｏｎ　ａｎｄ Ｃｏｎｑｕｅｓt:The
Ｅｘｐｅｒｉｅｎｃｅ０/ Iｒｅｌａｎｄ,　Ｓｃｏtｌａｎｄ　ａｎｄＷａｌｅｓ 1100一月卯レCambridge, 1990; Ｒ. Frame,　Ｔｈｅ
ＰｏｌｉtｉｃａｌＤｅｕｅｌｏｐｍｅｎt ｏ八ｈｅ Ｂｒｉtiｓh Iｓleｓ Ｈ００リ４００，Oxford:，t9り5 (Clarendon Paperback
edition); (eds.) A. Grant and Ｋ. Stringer,び厨が昭£加ﾉＫｉｎｇｄｏｉｎ?;"･Ｔｈｅ Ｍａｆｅｉ昭ｏｆ Ｂｒitiｓh
Hiｓtｏｒy),London, 1995.をあげておく。最後の書物は中世げか==りでダぐ近現代をもその対象とし
ている。そもそも「ブリティッシュ・ヒストリ」」という概念その心めが近代史家のJ. G. A.ポ
コック（Ｐｏｅｏｃｋ）によって提唱されたものだっか（乃?･｡, p.5よ　　　：　ケ
（３）たとえばR.R.デイヴィスは，ブリテン諸島内を中心と七た比較史の可能性がひらけること
　（王権や諸侯領のあり方などについて），また，イングランドやレスプヅトラヶンド，ウェイルズ，ア
　イルランドといった「ネイション」にとらわれずに活動した者たちめ行動を理解する上で「ブリ
　テン諸島」という枠組みが有効であることなどをあげマいるo R.R. Dav:ies,“In Praise of
　British History≒in (ed.) Idem, The British Isles,刀卯Ｔ巧印丿郎inburgh, 1988.
( 4 )Idem, Dｏｍｉｎａtｉｏｎ ａｎｄ Ｃｏａｑｕｃｓt,･p.21.　　　　　　尚　…………………犬
( 5 )Idem,“The Peoples of Britain and Ireland皿00-1400√1. Identities "≒Ｔｒａｎｓａｃtｉｏｎｓ　of　tｈｅ
Ｒｏ-ｖal HiｓtｏｒｉｃａｌＳｏｃｉｅり, Ser. 6， 1994.ギリンガムにっいすは後述9宍
（６）Hiｓtｏｒia Ｒｅｒｕｍ. Ａｎｇｌｉｃａｒｕｍの刊本は(ed)R. Howlett,:Ｃｈｒｏｎｉｃｌｅｓ c･/tｈｅ ＲｅｉｇｎｓｏｆＳ陶〕ｈｅｎ，
Ｈｅｎｒｙ ｎ., ａ几ｄ Ｒｉｃｈａｒｄ Ｔ ｡, vols. 1&2, London, 1884-9
=に収吟られたものを参照した（以下
ＨＲＡと略記する）。ＨＲＡは全部で５書からなるが，第１書は対訳付:きで出されてもいる。(eds. &
trs.) P. G. Walsh and Ｍ. J. Kennedy，　Ｔｆｉｅ Ｈ４ｏりりf Ｅｎｇｌｉ乱Åが（li:ｒｓ,Book 1， Warminster,
1988.但しラテン語のテキストそのものは一部の句読法を除いで上記Howlettの版と同じである。
（７）ウィリアムの生涯などについては註（６）であげた書物の“Preface”1および“Introduction”，
　またA. Gransden，　Hiｓtｏｒｉｃａｌ Ｗｒｉｔｉｎｇ　inＥｎｇｌａれｄ　ｃ.550 t６ む｡1307, Londonバ974, pp.263-8を
　参照。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥‥‥‥‥‥
(8)p.lllでも同様に“Daci”どNorrenses”カド'barbar卵nationes'トとされている。なおp.368
ではデンマーク王への家臣の進言の中で，「ウェシド人“」'Wandali”」が野蛮人といわれている。
（9）“immanitas”ということばはウィリアムの史斜めひどつ√ペンリ・オヴ・ハンティントン
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　(Henry of Huntingdon)の年代記でも，同じスコットランド人たちの行為を描く際につかわれて
　いた。Hiｓtｏｒｉａ Ａｎｇｌｏｒｕｍ,(ed. & tr.) D. Greenway, Oxford, 1996, p.71O.なおこの書物は以下
　瓦4と略記する。
(10)これはp.171にもあらわれる。
(ｎ)但したとえば■p. 184では｢スコットランド人｣と明言しているわけではないが，その前のペー
ジからみてこのように解釈できよう。あるいはフランドル人が入っていることもここで意識され
ているだろうか？　またpp.l86f.の例は特にギャロウェイ人をいうのかもしれない。
(12)“barbarus"ではないが，ｐ.145でもウェイルズ人が｢乱暴で野蛮な民“gens effrenis et effe-
ｒａ"｣とされている。一方p.195には，ヘンリ２世軍のウェイルズ人部隊による大陸での活動が記
されているが，ここには｢野蛮｣に類する表現はみられない。なお，前出の｢ブリトン人｣との
関係については，この｢ブリトン人｣の末裔が今ではウェイルズ人と呼ばれている，という記述
がある(p.13)。
(13)N. F. Partner,Ｓｅｒioｕｓ Ｅｎtｅｒtａｉｎｍｅｎtｓ,Chicago and London, 1977, part n.
(14)乃?｡, p.64.ベーダを念頭に置いている箇所とは，ウィリアムが，1166年のアルビジョア派の
事件以前にイングランドで異端を助長したのはブリトン人のみだったと述べているところ{HRA,
p.132)であるという。一方パートナーは，ウィリアムの偏見を真の外国人嫌いの感情ではなく，
単なる当時の因襲-まだナショナリストのではないが，人間のある特質をなお流動的なネイショ
ンの境界の中に位置づけることを受け入れる，いや増しつつあるそれｰと述べている
(Partner, p.95)。
(15)J. Gillingham,“The Context and Purposes of Geoffrey of Monmouth’ｓ　Hiｓtｏりof　tｈｅ
ＫｉｎｇｓｏｆＢ凡も（血'≒Ａｎｇｌｏ-7＼た:>rmanStudies, M, 1991, especially pp.106-8; Idem, “Conquering
the Barbarians : War and Chivalry in Twelfth-Century Britain” ，ＨａｓｆｅｍｓＳｏｃｉｅりＪｏｕｒｎａｌ４，
1993; Idem, “The Beginnings of English Imperialis?≒ゐ『nal of Histc』ｒｉｃａｌＳｏｃｉｏｌｏｅ'ｖ，vol.5,
no. 4 , 1992, especially pp.397f.; Idem,“Foundations of ａ Disunited Kingdom"， in,Ｕｎｉtｉｎｇ　tｈｅ
瓦昭dom?, especially pp.59f･｡ 本文中の引用はIbid。p.59による。
(16)なお前近代のヨーロッパにおける｢野蛮人｣像の変遷，また特にブリテン諸島の｢野蛮人｣に
　関する古典的論文としてW. R. Jones,“The Image of the Barbarian in Medieval Europe'≒
　Ｇ)ｍｐａｒａtiｕｅＳtｕｄｉｅｓin　Ｓｏｃｉｅtal　ａ几ｄＨｉｓtｏり，　ｉｍ，　1971;Idem, “England against the Celtic
　Fringe : A Study in Cultural Stereotypes"， ゐ『nal of World History, xiii,1971がある。
(17) (eds.) B. Colgrave and Ｒ. A. B. Mynors, Oxford, 1969.以後本書は7田と略記する。
(18)なおヘンリ・オヴ・ハンティントンがベーダに基づきこのカドワラのことを述べている中で，
“barbari"ということばは採用されていない。HA, p. 184.
(19)J. M. Wallace-Hadｒill， Ｂｅｄｅ’ｓＥｃｃｌｅｓiaｓticalHiｓtｏりof　the Ｅ昭liｓh Ｐｅｏｐｌｅ:Ａ Ｈｉｓtｏｒｉｃａｌ
ＣｏＴＴｉ７ｕｅｎtａｒ＼i,Oxford,1988, p. 19も参照。
(20)但しカドワラが悪しく描かれているのは，単に彼がブリトン人でノーサンブリア人の敵だった
　からではなく，これは瓦召の構想自体の中で読み解かれるべき問題である，とされる。 T. M.
　Charles - Edwards,“Bede, the Irish and the Britons"， Celtica, 15, 1983, pp.45f.; Wallace-
　Hadrill, op.cit., p.84.なおヘンリ・オヅ・ハンティントンはベーダに基づきつつカドワラのこと
　を述べている中で，“barbarus"ということばを採用していない。ＨＡ,p. 184.
(21)ちなみに索引によれば，且石でブリトン人があらわれるのは30ページ，ピクト人が18ページ，
　アイルランド人(“Hiber?')が28ページ，“Scotti"が26ページである。
(22)Charles-Edwards, especially pp.42f. and 51.
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(23) (eds. & trs.) R. A. B. Mynors, R. M. Thomson and Ｍ. Winterbottom, Oxford, 1998.本
書は以下Ｇ召と略記する。　　　　　　　　　　　　　：　　………万………:
(24)p.228では彼の遺児のひとりアンラフが｢野蛮な心“b球皿ic吋面imus"｣夕)持ち主とされて
いる。ここでは彼がキリスト教への改宗を表明したが結局それを犬うけいれなかったことが述べら
れているので，｢反キリスト教的｣という意味で｢野蛮なトということばが用いられているとも考
えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ　……=‥‥‥‥　　‥　‥‥
(25)こうした，イングランド人あるいはフランス人の文明的先進性を指摘した箇所は後述のように
p.738にもにこではアイルランド(人)との対比においで)＼み画れ岑レただp.78では(おそらく
ベーダをうけて)アイルランド人を罪なき民としている○　　　≒･　　■･･　■･■
■　　　　
・
(26)ちなみに索引によれば，ＧＲでスコットランド(人)があぢわれふのは全部で29章，アイルラ
　ンド(人)は11章，ウェイルズ(人)は15章ある。 ･｡……………1…………
(27)たとえばGillingham, "The Beginings of English Imperialis?≒犬p.398を参照。
{28)HA, p. 12.これはベーダのＨＥ,p.14に基づいているが,寸今インクテントと｣ということばは
ヘンリが付け加えたものである。またブリテン島が現在イ丿グラ＼ンノドと呼ばれているという言明
はウィリアム・オヴ・ニューバラにもみられる(ＨＲＡ,pp.107√132卜なおＨＡは1120年代からn
50年代にかけて執筆され，その間６種類の版が生み出された。………万　：
(29)pp.34, 38, 72, 98.それぞれブリトン人，ローマに服属した民(ブリ∧トン人を含むかもしれな
い)，アイルランド人とピクト人，アングロ・サクソン人をいうよ………=｡･
(30)p.340 and n. 3.　　　　　　　　　　　　　，　………………
(31) Walsh and Kennedy, pp.l7f..なおグランスデンは註で示唆をの：ベるにとどまっている。
Gransden, p.264, n. 134.　　　　　　　　　　　　　ニ　　l　/‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
(32)ウィリアムの作品はそもそもりーヴォー修道院長ア十丿八ンド(エイルレッドの弟子)の要望を
　うけて書かれ，彼に捧げられている○　　　　　　･．Ｊ‥‥‥　‥‥‥=･･。　･･　。＼。ノ　■■■　　　　　■
(33)in, (ed.) R. Howlett.　Ｃｈｒｏｎｉｃｌｅｓ of　tｈｅ Ｒｅｉｇれｓｏｆ Ｓtｅｐｈｅｎ,　Ｈ飢りＨ｡（ｍｄ Ｒｉｃｈａｒｄｌ ･, vol･
3, 1886.これは話題とされている事件のすぐあとに書かれたもめと考えられている。 Gransden,
p.216.　　　　　　　　　　　　　　　　　六大　万　犬j　j　j　＝　　＝
(34)p.l52ではデイヴィッド王の軍が｢ノルマン人，ゲルマン人√イｙグランド人，ノーサンブリ
　ア人，カンブリア人，テヴィオットデイルおよびロウジアンめ者たち，ピクト人一一ふつうギャ
　ロウェイ人どいわれるー一一，スコットラン･lド人から=:｡し“de Normannis, Germanis,･Anglis, de
　Northymbranis et Cumbris, de Teswetadala et Lodonea,:d6 Pictis, qui vulgo Galleweienses
　dicuntur, et Scottis"｣なっていたとされ，彼らが命令でなごく掠奪欲などで集まったといわれて
　いる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　=:l･　，………　…………
(35)『アイルランド地誌』221ページ。またリチャドはp.156塵仏＼彼らがいづも掠奪および女奴隷
狩をすると観察している。　　　　　　　　　　　　レノ=上…………,犬
(36)註(34)も参照。またあとでみるように，ジヨン。ノオヴ・ヘクサムはこの王軍を｢スコットラ
　ンド人およびピクト人｣とのべることがしばしばであることに注意七たい。
(37ト‘utriusque sexus cui usque aetatis et conditionis∧homines passim trucidavit" (pp.l51f.),
　“Igitur nulli gradui, nulli aetati, nuUi sexui, nulli cond出石hL面rcerens”(p.l56),“et quod
　parvulis et foemineo sexui et ex infirmitate et aetate de印池us parcerent"(p.l71)｡
(38)Ailred of Rievaulx,Ｒｅｌａtｉｏ ｄｅ Ｓtａｎｄａｒｄｏ,　in(ed.)ＨＯ･ｗｌｅｔｔ, Ｇｈｒｏｎｉｃｌｅｓｏｆ Ｓt呵〕ｈｅｎｅtｃ．Ｖ０１･
3, 1886。おそらく1155～1157年の間の作品である。 Gransden,:p.213トl：ニ
(39ド‘NuUi aetati, nuUi ordini, nuUi omnino sexui pepercerリｎtトこれに続いて人妻を犯し，子
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供を宙にあげ槍で刺し、妊婦の腹を割き、人の肉を食べ血をすする、という描写になる。 p. 194に
はロバート・ド・ブルースのことばのなかで、こうした幼児や妊婦らへの暴行についてふれられ
ている。
（40）Ｊｏｈｎof Hexham､　Ｃｏｎtinｕａtａ､　i.n (ed.) T. Arnold､ Ｓ＾jnｘｅｏｎｉｓＭｏｎａｃｈｉＯｐｅｒａＯｍｎｉａ､vol. 2、
1885.
(41)エイルレッドの［2］で挙げた例との違いに注意。グランスデンは、エイルレッドがイングラ
　ンド人とスコットランド人の平和協調をよしとしたため、主な戦いの担い手をギャロウェイ人と
　フランス人（“Ｇａｍ”）にした、と指摘している(Gransden、pp.214f.)。一方アンダーソンはエ
　イルレッドの記述に付した文で、「ハイランドのスコットランド人は今なおロウランド人を『ガリ
　ア人』と呼ぶ」と述べている。A. O. Anderson、 Ｓｃｏttiｓh.Ａｎｎａｌｓ　fｒｏｍＥｎｇｌｉｓhC ｒｏｎｉｃｌｅｒｓ　fｒｏｍ
　A. D. 500 to 1286､reprint edition､ Stamford､1991､p.180､n. 4.アンダーソンはまた、ジョンも
　ヘンリ・オヴ・ハンティントンも「ギャロウェイ人」という名称を避けている、と述べる（乃?｡、
　p.203､n. 1.)。確かにヘンリの年代記に出てくるのは「ロウジアンの民」と「スコットランド人」
　であった。
(42)“femineo sexui vel pueris vel senibus caedem inferre ulterius praesumeret.”教皇特使が彼
　らにそれをやめることを同意させた、という文脈である。
（43）ただし「年齢も性も」のイメージは先に見たように、１ヵ所ベーダに描かれているので、少な
　くとも究極的には彼にさかのぼりうる可能性がある。
(44) Da vies、“In Praise of British History'≒p.17.
(45)ただウィリアムにも第２章の［6］であげたように民族観念の複雑さをうかがわせるところが
　あった。シャッターは「おり」つつある状態である。註(14)のパートナーの指摘も参照。さて
　かつて筆者は年代記ではなく、証書にあらわれる特定の民の名をあげての挨拶て“racial ad-
　dress”）の、場所・年代による変化について検討したことがあり、そこでは政治的な安定度と、
　人々の「同化」の進展度がそれに関係していることを推論したのであった（「‘racial address' 考」、
　『海南史学』34、1996)が、こうした「民の名」の呼び方（呼ばれ方）は、まさにアイデンティティ
　や権力の問題にむすびついており、今後も検討対象にしていきたいと考えている。
（46）「ジェラード・オヴ・ウェイルズの…」、特に88～9ページ。ただしウィリアムとりーヴォー
　（シトー会）との関係、そしてクレルヅオのベルナルドゥスとのつながりを詰めて考える必要があ
　る。
(47)たとえばロジヤ・オヴ・ハウテン(Roger of Ｈｏｗｄｅｎ）。J. Gillingham、“The Travels of
Roger of Howden and his Views of the Irish､ Scots and Welshグ、Ａｎｇｌｏ-I＼loｒｍａｎＳtｕｄｉｅｓ､χχ、
1998参照。
（48）たとえばスコットランド王デイヴィッドやウィリアムによる北イングランド侵攻はウィリアム
　らこの地の史家たちに大きな影響を与えているだろうことはいうをまたない。
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